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広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
71

年
が
経
ち
ま
す
。今
も
続
く
被
爆
に
よ

る
被
害
者
の
苦
し
み
は
、核
兵
器
の
廃

絶
な
く
し
て
人
類
の
未
来
は
な
い
こ

と
を
示
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

広
島
・
長
崎
の
両
市
で
は
、原
爆
死

没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
確

立
を
願
い「
平
和
の
鐘
」を
合
図
に
１

分
間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、昭
和
60
年
に「
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
」を
宣
言
し
、毎
年
そ
れ

ぞ
れ
の
原
爆
記
念
日
に
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
黙
と
う
の
呼
び
掛
け
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
、次
の
日
程
で
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
、ご
家
庭
や
職
場
な

ど
で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
８
月
６
日
㈯
午
前
８
時
15
分

　

広
島
市「
原
爆
記
念
日
」

▼
８
月
９
日
㈫
午
前
11
時
２
分

　

長
崎
市「
原
爆
記
念
日
」

【
問
合
先
】企
画
調
整
課
企
画
係
☎
②

３
１
８
２

　

今
回
の
定
例
会
は
、議
長
を
除
く
５

人
の
議
員
か
ら
次
の
と
お
り
一
般
質

問
の
通
告
が
あ
り
２
日
に
わ
た
っ
て
、

建
設
的
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
畠
山
議
員
】

▼
東
清
住
地
区
養
豚
場
に
つ
い
て（
脱

臭
装
置
設
置
後
の
経
過
と
今
後
の
対

応
・
対
策
）

▼
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
い
て（
国
際

交
流
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
人

口
の
増
加
）

【
武
田
議
員
】

▼
市
立
三
笠
総
合
病
院
に
つ
い
て（
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
病
棟
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
、

医
療
機
器
の
導
入
と
更
新
の
考
え
方
）

【
折
笠
議
員
】

▼
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
公
園
の
活
用
に
つ
い

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
第
２
回
定
例
会
を
開
催

て（
利
用
状
況
及
び
今
後
の
活
用
の
考

え
方
）

▼
移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て（
岡
山

キ
ャ
ン
バ
ス
ス
テ
ー
ジ
み
か
さ
地
区

の
通
学
路
・
通
学
方
法
の
考
え
方
、今

後
の
宅
地
造
成
の
計
画
）

【
只
野
議
員
】

▼
防
災
対
策
に
つ
い
て（
災
害
発
生
の

可
能
性
、避
難
所
の
周
知
及
び
備
え
、消

防
団
員
の
確
保
、公
共
施
設
の
耐
震
化
）

▼
市
立
三
笠
総
合
病
院
に
つ
い
て（
こ

れ
ま
で
の
経
営
努
力
の
成
果
及
び
課

題
、今
後
の
公
立
病
院
と
し
て
の
あ
り

方
）

【
澤
田
議
員
】

▼
市
立
三
笠
総
合
病
院
に
つ
い
て（
耐

震
化
及
び
地
震
時
の
対
策
、今
後
の
考

え
方
）

▼
市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て（
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
と
あ
り
方
）

　

一
般
質
問

　

主
な
議
決
内
容

　

平
成
27
年
度
繰
越
見
込
額
の
調

整
、地
方
創
生
加
速
化
事
業
不
採
択

分
の
減
額
と
歳
入
未
整
理
予
算
を
補

正
す
る「
平
成
27
年
度
三
笠
市
一
般

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
」な
ど

の
専
決
処
分
４
件
。

　

三
笠
市
新
火
葬
場
の
供
用
開
始
に

向
け
、火
葬
場
の
名
称
と
新
し
く
設

置
さ
れ
る
動
物
炉
の
使
用
料
を
設
定

す
る
改
正
を
行
う「
三
笠
市
火
葬
場

設
置
条
例
の
一
部
改
正
」な
ど
の
条

例
改
正
５
件
。

　

移
住
定
住
対
策
と
し
て
市
内
の
民

間
ア
パ
ー
ト
の
建
設
者
に
対
し
建
設

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
費
用
３
，

４
０
０
万
円
、雪
害
に
よ
り
運
動
公

園
内
の
子
ド
ー
ム
ト
イ
レ
屋
根
修
繕

に
伴
う
改
修
費
用
７
３
０
万
円
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ「
平
成
28
年
度
三
笠

市
一
般
会
計
補
正
予
算
」１
件
。

　

そ
の
ほ
か
、「
平
成
27
年
度
三
笠
市

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
」な
ど
の
繰
越
計
算
書
４
件
、「
北

海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
」１
件
、

「
榊
町
団
地
公
営
住
宅
建
替（
１
期
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
」１
件
、「
三

笠
市
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
の

任
命
」１
件
、「
三
笠
市
固
定
資
産
評

価
員
の
選
任
」１
件
、「
市
が
出
資
す

る
法
人
の
経
営
状
況
」の
報
告
２
件
。

　

ま
た
、議
員
提
案
で
は「
議
員
派

遣
」と「
議
会
運
営
委
員
会
及
び
常
任

委
員
会
所
管
事
項
調
査
」２
件
、「
三

笠
警
察
署
再
編
計
画
に
関
す
る
意
見

書
」な
ど
意
見
書
３
件
、「
地
域
振
興

対
策
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決

議
」を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、19
人
の
方

が
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
定
例
会
は
９
月
に
開
催
し

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
本
会
議
の
会
議
録
は
、出
来
上
が
り

次
第
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の「
三
笠
市

議
会
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
一
読
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
役
所
１
階

市
民
生
活
課
市
民
室
と
公
民
館
内
図
書

館
入
り
口
横
に
も
会
議
録
を
閲
覧
で
き

る
よ
う
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】議
会
事
務
局
議
会
係
☎
②
３
１
９
４

　

第
２
回
定
例
会
は
、６
月
16
日
か
ら
24
日
ま
で
の
９
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、市
長
と
議
員
が
提
案
し
た
議
案
を

審
議
し
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

祈
り
の
日
黙
と
う
の
呼
び
か
け

　
核
兵
器
の
な
い
平
和
で

　
希
望
あ
る
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
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　市が取り組んでいる移住定住促進施
策や子育て支援施策をあらためて紹介
しますので、市外に住む知人、友人など
で転入を考えている方にお知らせくだ
さい。

移住定住・子育て支援制度のご紹介
【問合先】政策推進課定住対策係☎②3182

●主な制度内容
制　　度 内　　　　容

乳児紙おむつ購入費用助成 満1歳を迎える前月まで月6,500円分の紙おむつ引換券を交付します。

保育所使用料助成 保育所使用料を三笠市商工会が指定する商品券で助成します。

幼稚園授業料等助成 幼稚園授業料などの負担分を三笠市商工会が指定する商品券で
助成します。

スポーツ環境充実事業
吹奏楽演奏者招致事業

プロの指導者を派遣します。
▶少年野球／北海道日本ハムファイターズ（小中学生）
▶少年サッカー／北海道コンサドーレ札幌（小学生）
▶吹奏楽／札幌交響楽団（三笠中学校など）

学力向上未来塾推進事業 学習習慣の定着と学力の向上を目指し、小学生は教員OB、中学生
には私塾経営者などが、放課後学習を実施します。

小学校給食費無料化 小学校の給食費を無料化し、保護者の負担を軽減します。

親子英語教室 外国語指導助手などを講師とする親子対象の英語教室を行います。

若者移住定住促進家賃助成

転入者や市内で婚姻された方に賃貸住宅（市営住宅を含む）の家
賃の一部を三笠市商工会が指定する商品券で助成します。
▶単身世帯／最大で2万円分の商品券で36カ月助成
▶夫婦いずれかが40歳未満の世帯／最大で3万円分の商品券で
60カ月助成（助成期間内に新たに子を扶養した場合は、その子が
中学校を卒業する月まで）
▶中学生までの子を扶養する世帯／その子が中学校を卒業する月
まで

若者移住定住促進住宅建設費用助成 賃貸共同住宅の建設費用の一部を助成します。（最大で600万円）

住宅建設等費用助成 住宅の新築や分譲住宅、中古住宅の購入費用の一部を助成します。
（最大で新築150万円、中古50万円）

住まいのリフォーム助成 住宅のリフォーム費用の一部を助成します。（最大で50万円）

　市ホームページで「住宅情報バンク」を開設し、売却や賃貸できる空き住宅な
どの情報を登録し希望者に紹介しています。最近では空き住宅や土地を買いた
いという方から問い合わせが増えていますので、空き住宅や土地をお持ちの方
はご連絡ください。

住宅情報バンク登録のお願い
【問合先】建設課住宅係☎②3998


